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１時間目　子どもは親の教育力で決まる！～学校との協力は不可欠
１．　子どもを楽しく学校に向かわせよう！
２．　教育ママと放任主義。Which do you like better?
３．　家庭で絶対にやってはいけないことがあります。
２時間目　子どもの学力をつける工夫をしよう！～将来につながる学力をつけよう
１．　知力にも２つある。親はどこまで関われるのか？
２．　成績の良い生徒はどういう勉強を何時間しているのか？
３．　他の子どもと比較しても意味がない。僕の高校時代を考える。
３時間目　子どもの生きる力を伸ばそう！～突き放すことと褒めること
１．　東大生の３０％が（　　　）。愕然とした東大改革関連資料の中身とは？
２．　「褒めて伸ばす！」に異論あり！強い子どもにするために突き放せ！
３．　褒める場合は口ぐせを利用しよう！ピグマリオン効果を最大活用！
４時間目　子どもに腹と背中を見せて幸せな親子関係を築こう！
１．　家庭こそ子どもの城。親は長い目で人生を見、信じる姿勢を子どもに示そう！

２．　親は子どもに背中だけでなく腹も見せよう！メール活用術！
３．　親こそ人生を楽しみ、自分のＯＮＬＹ ＯＮＥを創りだそう！
４．　ところで・・・勉強って何のためにやるんでしょう？（東大病院から福島に行った卒業生の例から）
最後に・・・
　

今日は土曜日にもかかわらず参加してくださってありがとうございます。

　

こうして集まってきた皆さんの「何かを吸収してやろう」というパワーは
きっと子どもたちのエネルギーにつながるものと思います。
のんびりするのが好きな子でも、自分を高めたいとは思っているはずです。

自分を高める方法を見つけることができれば、間違いなく成功します。

僕はほとんどの親が自分なりに一生懸命にがんばっているということを知っています。
が、と同時に子どもを思う気持ちはあるけど、でも具体的にはどうしたらいいのかわからないことも知っています。

ちょっとしたコツがわからず、頑張りが逆効果になってしまっていることも多々あります。

失敗してみっともない自分が嫌になることもあるでしょうけれども

失敗自体がみっともないことなんてないのです。なぜなら失敗をしないと成功なんてあり得ないからです。

　

こういった講演に参加し、本来は楽しいはずの子育てに前向きに取り組むことが大事で
そういう親の姿勢が子どもにも伝わり、好結果につながるのではないかと考えております。

ちなみに・・・

僕も二人の子どもの親です。
彼らの成績はそれほど高くありません。でも息子はラクロスを必死にやり、娘は吹奏楽部の部長です。
灘の生徒たちのように東大や京大を狙っているわけではありません。

だからこそ親としてどういうふうに接したらいいのか、僕自身も考えて動いているのです。
今まで２５年間教員をやってきて、いろんなケースと比較しながら

息子と娘に自信と生きる力を与えられる助言ができればいいなと考えております。

これからも様々な悩みを持って、親として接していくのは言うまでもないことでしょうが、
そういったことも含め、自分のＨＰ（http://blog.kimu-tatsu.com/）で語り続けようと考えております。

今日は本当にありがとうございました。
木村　達哉

